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わが村・わが歴史
縄文
島内各所の遺跡の発掘調査により縄文時代早期に人々が住み始めたと
思われる。

奈良
719（養老 ３ 年） 多治比真人三宅麻呂が伊豆の島に配流される。

このことによって三宅島という島名が生まれた
という説がある。

平安
1085（応徳２年） 三宅島大噴火。（記録にあらわれた第1回噴火）

南北朝
1471（文明３年） 伊ヶ谷村が誕生する。

江戸
1613（慶長18年） 初代代官中川九郎右衛門。
1684（天保４年） 三宅島噴火。（第7回）元禄3年まで6年間燃え続ける。
1763（宝暦13年） 三宅島噴火。（第8回）明和6年まで燃え続ける。
 （新澪池形成）
1７８３（天明 ３ 年） 伊豆村、阿古村、坪田村の百姓が自力で漁船を

持つことが許される。
１７９５（寛政 ７ 年） 三宅島各村に正式な名主が置かれる。
１８３５（天保 ６ 年） 三宅島噴火。（第１２回）
１８５６（安政 ３ 年） 小金井小次郎配流。

明治
１８７６（明治 ９ 年） 伊豆諸島が静岡県に属す。
１８７８（明治１１年） 伊豆諸島が東京府に属す。
１８８７（明治２０年） 小笠原島行き定期船が三宅島に寄港を開始する。
１９０３（明治３６年） 三宅島漁業組合が誕生する。
１９０８（明治４１年） 三宅島農会が設立される。

大正
１９２５（大正１５年） 三宅島に「ラジオ」が入る。

昭和
１９２９（昭和 ４ 年） 三宅島電気会社設立、初めて電気点灯。
１９３１（昭和 ６ 年） 三宅島島内電話が開通。
１９４０（昭和１５年） 三宅島大噴火。
１９４１（昭和１６年） 三宅島に中央気象台三宅島観測所設置。
１９４３（昭和１８年） 東京都制実施、三宅支庁開設。
１９４６（昭和２１年） 伊ヶ谷村、伊豆村、神着村が合併して三宅村発足。
１９５４（昭和２９年） 伊豆七島国定公園指定。
１９５５（昭和３０年） 三宅島に「テレビ視聴」第１号。
１９５６（昭和３１年）  2月●１日、町村合併法に基づき三宅村、阿古村、 

　　　坪田村の３ヵ村が対等合併し、新たに「三
　　　宅村」が誕生。役場を大字伊豆友地に置く。
　　　初代村長に村上金之助氏就任。

  4月●財政再建整備法適用。
 11月●三池商港改修工事開始。
 　　●村立保育園５ヵ所開設。
１９５７（昭和３２年）  2月●大字阿古に役場を移転。
  3月●隔離病舎完成。
 10月●神着地区未曾有の豪雨大水害、間川橋落下。
 11月●三宅島観光協会発足。
１９５８（昭和３３年）  2月●大字坪田に役場を移転。
  3月●阿古保育園新築。
 　　●伊ヶ谷簡易水道（共用栓）布設。
 　　●三宅村図書館建設。

  9月●台風22号襲来により、学校、港湾、道路、
民家等罹災。

 12月●昼夜送電開始。
１９５９（昭和３４年）  3月●伊ヶ谷保育園新築。
 12月●役場位置大字坪田沖ヶ平に決定。
 　　●伊豆、伊ヶ谷、阿古、坪田各小学校創立

80周年記念式典挙行。
 　　●カンムリウミスズメ保護のため米軍射撃

演習（大野原島）中止。
 　　●大字伊ヶ谷湯の浜、温泉試掘。
 　　●離島振興計画に三宅島空港採択。
 　　●神着大字門の原に役場を移転。
１９６０（昭和３５年）  2月●２代目村長に村上金之助氏就任。（再選）
 　　●三宅村役場落成。
 10月●浅沼稲次郎氏（社会党委員長）講演中暴漢

に刺殺。（三宅島出身）村葬。
 11月●三宅村図書館開館。
 　　●伊豆保育園新築。
 　　●キヌサヤエンドウ栽培開始。
 　　●ウェットスーツ着用の天草採取開始。
１９６１（昭和３６年）  3月●錆ヶ浜に接岸港完成。
 　　●神着保育園新築。
 　　●三池地区簡易水道（共用栓）布設。
 　　●財政再建完了。
１９６２（昭和３７年）  3月●坪田地区簡易水道（各戸給水）布設。
  4月●第１次農業改善事業着手。（村営牧場）
  8月●雄山大噴火。（24日）
  9月●漁業権の行使に関し、天草騒動起こる。
１９６３（昭和３８年）  2月●伊ヶ谷農協に初めて製茶工場開設。
  4月●都立三宅高校に全日制家政科設置。
 　　●三宅島空港開設工事着手。
  6月●伊豆小学校にへき地集会室開設。
  9月●三宅島測候所雄山山頂の噴気観測を開始。
 　　●伊ヶ谷小学校にへき地集会室開設。
１９６４（昭和３９年）  2月●３代目村長に三池忠信氏就任。
  7月●伊豆七島国定公園より富士箱根伊豆国立

公園に編入。
 　　●村営建材事業開始。
  9月●湯の浜漁港修築工事着手。
 　　●都衛生局より巡回診療班来島、以後毎年

実施。
 10月●阿古港、接岸岸壁完成。12月30日大型船

たちばな丸最初の接岸。
１９６５（昭和４０年）  3月●神着、大久保地区に簡易水道布設。
 12月●島内５農協合併。三宅島農業協同組合発足。
１９６６（昭和４１年）  3月●三池商港接岸桟橋完成。
 　　●三宅島空港完成。
  6月●各小学校６年生修学旅行を開始。
 　　●農協牛乳工場完成。
  9月●小・中学校完全学校給食開始。
１９６７（昭和４２年）  5月●村医田中達男氏逝去。村葬。
  6月●三宅中学校開校20周年記念式典挙行。
 10月●美濃部都知事来島、対話集会開催。
 12月●初代村長村上金之助氏逝去。村葬。
１９６８（昭和４３年）  2月●４代目村長に浅沼潤吉氏就任。
  3月●農業構造改善事業完成。（村営牧場）
 　　●阿古地区簡易水道布設。
  5月●三宅島ロッジ完成。
 10月●地籍調査開始。
 　　●神着小学校創立90周年記念式典挙行。
 　　●三宅中学校に島最初のプール完成。
 11月●浅沼潤吉村長殉職。村葬。
 　　●５代目村長に大沼良三氏就任。
 　　●三宅島社会福祉協議会発足。
 　　●阿古小学校創立90周年記念式典挙行。
１９６９（昭和４４年）  6月●三宅村の紋章決定。（平松譲氏図案作製）
 　　●三宅中学校鉄筋コンクリート２階建校舎

建設。
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  7月●阿古小・中学校共用プール完成。
  8月●東京都防災訓練三宅島で実施。噴火災害

想定。美濃部都知事来島。
 12月●村民の日２月１日に決定。
１９７０（昭和４５年）  2月●第１回村民の日記念行事実施。
  4月●農業共済組合業務事業を村に移管。
 　　●長野県高遠町と友好町村提携。
  5月●坪田診療所新築。
  6月●島内最初の交通信号機役場前に設置。
 　　●坪田小・中学校共用プール完成。
  8月●伊豆、伊ヶ谷、阿古、坪田の民俗芸能、
 　　　都無形文化財に指定。
 10月●５漁業協同組合合併。
１９７１（昭和４６年）  3月●三池地区簡易水道各戸給水開始。
  4月●三宅電報局新築。ダイヤル式開通。
 　　●阿古小学校校舎増築。
 　　●三宅中学校体育館建設。
 　　●坪田中学校体育館建設。
 　　●三宅村消防本部設置。
  6月●三宅村商工会発足。
  7月●焼却炉建設、ゴミ処理業務開始。
  9月●神着、伊豆、伊ヶ谷３小学校を統廃合し、

三宅小学校創立。
 10月●第１回三宅島郷土芸能まつり開催。
 　　●雄山山頂縦断道路完成。
１９７２（昭和４７年）  2月●消防本部に救急自動車を配置。
 　　●議員定数２２名を１６名に減員。
  3月●簡易水道東山地区給水開始。
 　　●三宅高校定時制課程廃止。
 　　●三宅小学校統合校舎完成。スクールバス

運行開始。
 　　●阿古中学校体育館完成。
 　　●神着診療所新築。
  5月●坪田診療所開設。
  8月●24日、防災訓練実施。
  9月●三宅小学校プール完成。
 11月●６代目村長に大沼良三氏就任。（再選）
１９７３（昭和４８年）  1月●全国町村会より優良町村として表彰。
  2月●消防本部に無線局開設。
 　　●都行政ヘリコプター運行開始。
 　　●伊ヶ谷老人福祉館建設。
 　　●三宅小学校体育館完成。
  3月●阿古診療所改築。
 　　●育苗センター設置。
  7月●交通安全島宣言。
 　　●温泉給湯施設完成。希望家庭に給湯。
 11月●三宅勤労福祉会館完成。
 　　●大崎自動車道、自衛隊により着工。
１９７４（昭和４９年）  3月●伊ヶ谷診療所改築。
 10月●大東京祭に三宅島郷土芸能保存連合会参加。
 11月●第１回村民体育祭開催。
 　　●地域福祉センター建設。
 　　●基本構想議決。
１９７５（昭和５０年）  1月●公民館建設。
 　　●坪田出張所新設。
  2月●三宅村合併20周年記念式典挙行。
  3月●「三宅島の埋蔵文化財」発刊。
 　　●伊豆老人福祉館建設、伊豆診療所併設。
 　　●阿古中学校鉄筋２階建校舎に改築。
 11月●イタチの試験放獣実施。
 　　●トサカノリ採取販売開始。
１９７６（昭和５１年）  1月●薬師堂、木造薬師坐像他３件が、都文化財

　　　に指定。
  4月●歯科診療所開設。
  7月●坪田小学校校舎鉄筋２階建に改築。
 　　●村議会に航路港湾問題対策特別委員会を

設置。
 11月●７代目村長に大沼良三氏就任。（再選）

 　　●元地役人壬生家が郷土資料館として一般
公開。

１９７７（昭和５２年）  3月●坪田中学校新校舎落成。
 　　　全小・中学校校舎鉄筋化完了。
 　　●空港拡張工事完了。
  4月●「三宅島民政資料」（浅沼和男氏所有）が

都有形文化財に指定。
 　　●阿古小学校に訪問学級新設。
  6月●坪田中学校創立30周年記念式典挙行。
  8月●湯の浜、坪田、阿古漁港第6次修築工事着工。
 11月●浅沼金一郎氏第１号名誉村民。
１９７８（昭和５３年）  1月●伊豆諸島東京都移管百周年記念碑建立。
  2月●村のシンボル決定。三宅村の木「椎」、
 　　　花「ガクアジサイ」、鳥「アカコッコ」に指定。
 　　●基本計画策定。
  3月●神着老人福祉館落成。
 　　●三宅村体育館落成。
 　　●農協製茶工場落成。
 　　●歯科診療所改築。
 　　●坪田保育園改築。
 　　●阿古小学校特別教室３階建を増築。
 　　●坪田の風俗慣習「ヨミンチャラ」都無形

民俗文化財に指定。
 　　●三宅島神事「富賀神社めぐり神輿」「御祭

神社神事」「御笏神社神事」国無形文化財
に指定。

  4月●ストレチア丸就航。（3,700トン）
 　　●阿古中学校心障学級開設。
 　　●空路が全日空より日本近距離航空に移行。

6月より 1日２便就航。
  9月●阿古漁港第２泊地開港（昭和26年より27

年間６次に及ぶ工事完了）
 10月●流人小金井小次郎の縁をもち小金井市と

友好都市盟約に調印。
 11月●阿古小学校開校百周年記念式典挙行。
 　　●国重要文化財坪田海蔵寺「銅造観音菩薩

立像」25年３ヶ月ぶりに帰島。
１９７９（昭和５４年）  3月阿古中学校特別教室増築。
  4月●住所表示を改正。（字名より番地表示へ）
  5月●笠地地区農業用貯水池完成。
  6月●浅沼稲次郎氏（島出身）の銅像、神着児

童公園内に建立。
 10月●防災行政無線開局。
 　　●台風20号により温泉、港湾、道路等罹災。
 11月●坪田小学校開校百周年記念式典挙行。
１９８０（昭和５５年）  1月●巡回入浴車派遣事業開始。
  2月●温泉施設復旧。
 　　●名誉村民浅沼金一郎氏逝去。（1日）村葬。
  3月●三宅小学校特別教室増築。
 　　●「三宅島神事芸能」発刊。
  4月●企業課事務所新築。
 　　●阿古中学校訪問学級開設。
 11月●８代目村長に山本喜久治氏就任。
 　　●村営牧場にレストハウス完成。
１９８１（昭和５６年）  7月●神着島下にあじさい園造成。
 　　●阿古漁港に荷捌施設完成。
 　　●漁協合併10周年記念式典挙行。
 11月●商工会に婦人部発足。
１９８２（昭和５７年）  3月●阿古保育園改築。
 　　●坪田小学校体育館建設。
 　　●神着、伊豆、伊ヶ谷旧小学校跡地に記念

碑建立。
１９８３（昭和５８年）  3月●学校給食共同調理場建設。
 　　●大久保漁港都に移管。
  8月●雄山噴火を想定し、東京都防災訓練を実施。
 10月●二男山、新澪池、新鼻大噴火。
 　　　阿古地区330世帯、公共施設等埋没、死亡

者ゼロ。（3日）
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 　　●神着湯舟に仮設住宅10棟50戸建設。
 11月●阿古下錆に仮設住宅58棟290戸建設。
１９８４（昭和５９年）  3月●坪田小学校増築。
 　　●阿古小・中学校仮設校舎建設。
 　　●坪田地区噴火災害に伴う降灰除去完了。
  4月●伊ヶ谷保育園休園。（園児は伊豆保育園に

通園）
 10月●神着老人福祉館内に仮設歯科診療所開設。
 11月●９代目村長に寺澤晴男氏就任。
 12月●阿古保育園噴火災害復旧工事完了。
１９８５（昭和６０年）  3月●噴火災害防災集団移転事業完了。
  6月●阿古小・中学校噴火災害復旧工事着工。
 11月●仮設住宅解体作業完了。
１９８６（昭和６１年）  2月●三宅村合併30周年記念式典挙行。
  3月●阿古小・中学校校舎、体育館完成。
 　　●阿古出張所完成。
  7月●村議会議員解職投票。（２村議の解職成立）
  9月●村議会議員補欠選挙執行。
 11月●三宅島噴火災害復興記念式典挙行。
 　　●58年二男山噴火に伴い中止されていた第

13回郷土まつりが4年ぶりに開催。
１９８７（昭和６２年）  3月●坪田中学校体育館完成。
  4月●日本近距離航空がエアーニッポンに社名変更。
  5月●神着、伊豆、伊ヶ谷保育園を統合して、

みやけ保育園開園。
１９８８（昭和６３年）  1月●全国町村会より優良町村として表彰。
  3月●三宅中学校体育館完成。
 11月●第１回三宅島産業祭開催。
 　　●10代目村長に寺澤晴男氏就任。（再選）

平成
１９８９（平成元年）  3月●三宅村非核平和宣言を議決。
  6月●三宅村国保直営中央診療所完成。
  7月●大路池の「迷子椎」が都内巨木ベスト７位。
 10月●村役場第２・第４土曜日が閉庁。
１９９０（平成２年）  1月●三宅村の面積が55.50㎢に変更。
  5月●第３回伊豆諸島・小笠原駅伝競走大会の

開催。
  6月●東京都三宅島空港の整備に関する調査を

実施。（整備を進める72.75％）
 12月●防災行政無線施設整備事業で各家庭に戸

別受信機を設置。
１９９１（平成３年）  2月●１１代目村長に桑原秀雄氏就任。
 　　●村議会議員補欠選挙執行。
  7月●三宅村役場新庁舎建設着工。
 　　●三七山スポーツ公園オープン。
 10月●三宅島噴火災害を想定した、東京都・三

宅村合同防災訓練を実施。
１９９２（平成４年）  3月●三宅小学校体育館改築。
 　　●三宅村営火葬場完成。
  5月●都道三宅循環線「大船戸大橋」完成。
  7月●平松譲氏第２号名誉村民。
１９９３（平成５年）  2月●三宅村役場新庁舎落成。
  4月●三宅村商工会館新築落成。
  7月●三宅島自然ふれあいセンター「アカコッ

コ館」開館。
 10月●三宅村シルバー人材センター発足。
 11月●三宅島噴火災害復興10周年記念式典挙行。
１９９４（平成６年）  4月●特別養護老人ホーム「あじさいの里」開所。
１９９５（平成７年）  2月●12代目村長に桑原秀雄氏就任。（再選）
  7月●「ふるさとの湯」オープン。
 12月●指定金融機関開設。
１９９６（平成８年）  5月●村制施行40周年記念式典挙行。
 　　●都知事と都政を語るつどい開催。
 　　　青島都知事来島。
  7月●13代目村長に廣瀬直行氏就任。
１９９７（平成９年）  4月●リフレッシュふるさと館オープン。

 　　●社団法人三宅村シルバー人材センター設立。
  6月●三宅村教育相談室開設。
１９９８（平成１０年）  2月●横田政次氏第３号名誉村民。
  4月●三宅村インフォメーションセンター開館。
  5月●三宅島自然ふれあいセンター
   アカコッコ館開館５周年記念国際シンポジ

ウム「エコツーリズムと島の鳥」開催。
  7月●三宅村ふれあい広場オープン。
 10月●「三宅島の航空路を確保し推進する会」発足。
 11月●阿古小学校開校120周年記念式典挙行。
１９９９（平成１１年）  4月●都道三宅循環線「友地橋」完成。
  5月●第12回伊豆諸島・小笠原駅伝競走大会の

開催。
２０００（平成１２年）  6月●緊急火山情報第１号。
 　　　災害対策本部設置⇒同30日廃止。
  7月●雄山山頂で小規模噴火、火山灰噴出、
 　　　山頂の陥没開始。
 　　●14代目村長に長谷川鴻氏就任。
  9月●全島避難を決定。（９月２日～４日一般島

民島外避難完了）
２００１（平成１３年）  9月●島民一時帰宅事業開始。
２００２（平成１４年）  4月●島民日帰り帰宅事業開始。
  8月●児童・生徒の一時帰宅実施。
  9月●「三宅島火山ガスに関する検討会」を設置。
 12月●「第４次三宅村総合計画」策定。
２００３（平成１５年）  3月●三宅村活動火山対策避難施設完成。
  4月●三宅島寄港便滞在型帰宅事業開始。
２００４（平成１６年）  2月●15代目村長に平野祐康氏就任。
２００５（平成１７年）  2月●避難指示解除。「三宅島帰島第一陣出発式」
  4月●みやけ保育園再開。
 　　●三宅村立小・中学校（合同体制）各1校で再開。
 　　●都立三宅高等学校再開。
  6月●ヘリコミューター「東京愛らんどシャトル」

運航再開。
  8月●復興対策本部設置。
２００６（平成１８年）  2月●帰島１周年「村民の日」記念事業。
  3月●天皇皇后両陛下三宅島を行幸啓。
２００７（平成１９年）  3月●三宅村立小･中学校（阿古･坪田･三宅）閉校。
  4月●三宅村立三宅小・中学校新設開校。
 　　●特別養護老人ホーム「あじさいの里」再開。
  5月●定置網漁の再開。
  6月●温泉施設「ふるさとの湯」再開。
  7月●三宅村コミュニティセンター開所。
  8月●定期船「かめりあ丸」伊ヶ谷漁港へ初入港。
 11月●「チャレンジ三宅島’07モーターサイクル

フェスティバル」開催。
２００８（平成２０年）  2月●16代目村長に平野祐康氏就任（再選）
  4月●三宅島航空路線再開。
 　　　帰島３周年記念式典挙行。
 　　●三宅島郷土資料館開館。
２００９（平成２１年）  4月●阿古高濃度地区規制解除。
  6月●「伊豆岬灯台創設100周年」記念式典挙行。
  8月●10年ぶりとなる富賀神社大祭の復活。
２０１０（平成２２年）  2月●避難指示解除より５年。
  8月●坪田高濃度地区一部規制解除。
  9月●帰島５周年記念式典挙行。
 　　●島内全域に光ファイバーケーブル網敷設。
 12月●各世帯にIP告知端末の設置。
２０１１（平成２３年）  4月●坪田高濃度地区限定的規制緩和による継

　　　続滞在の開始。
 　　●三宅村汚泥再生処理センター竣工。
  6月●坪田体育館にクライミングウォール完成。
 　　●高速ジェット船試験運航。
  7月●映画「ロック～わんこの島～」公開。
  9月●三宅島大学開校。
２０１２（平成２４年）  2月●17代目村長に櫻田昭正氏就任。
 11月●三池地区山林火災156ヘクタール焼失。
 12月●13年ぶりとなる三宅島産業祭（第13回）の復活。
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わが村・わが歴史／人口

 　　●「第５次三宅村総合計画」策定。
 　　●御子敷地区準居住地区指定解除。
２０１３（平成２５年）  2月●第1回三宅村村民の日記念綱引き大会の開催。
 　　●「富賀神社の巡り神輿」都無形民俗文化財

に指定
  3月●東京都三宅支庁新庁舎落成。
  4月●三宅島近海を震源とする震度５強の地震

により施設、道路等に被害。
  6月●三宅村ふれあい児童公園開設（旧浅沼稲

次郎公園）
  7月●三池・沖ヶ平地区高濃度地区規制解除。
 　　●阿古漁港船客待合所（ここぽーと）落成、

同所内に三宅村交流センター開設
 　　●第68回国民体育大会デモンストレーショ

ンとしてのスポーツ行事「フィッシング」
開催

 　　●名誉村民平松譲氏逝去
 10月●第68回国民体育大会トライアスロン競技会

開催。
 12月●三池・沖ヶ平地区を分割、三池地区準居

住地区規制解除。
２０１４（平成２６年）  3月●全日本空輸撤退に伴い三宅島～羽田路線

　　　休止
 　　●人工透析治療開始
  4月●新中央航空による三宅島～調布路線開設
  6月●橘丸就航（5,681トン）
 11月●坪田の「坪田観音」、伊ヶ谷の「さかえばし」

を村指定文化財に指定

２０１５（平成２７年）  2月●帰島10周年を迎える
 　　●三宅村･御蔵島村災害時等相互応援に係る

覚書締結
  6月●噴火警戒レベル２から１に引き下げ
  7月●帰島10周年記念式典挙行
 　　●三宅村文化会館完成式典挙行
 　　●村民憲章制定
 　　●関東地方整備局と災害時情報交換協定締結
  9月●沖ヶ平地区準居住地区規制解除
 10月●東京都･三宅村･御蔵島村合同防災訓練実施
２０１６年（平成２８年）  2月●18代目村長に櫻田昭正氏就任（再選）
  3月●三宅村レクリエーションセンター　リ

ニューアルオープン
  4月●群馬県みなかみ町と友好交流に関する覚書

締結
 　　●旧阿古保育園が「三宅村阿古福祉会館」に、

旧坪田小学校が「三宅村坪田福祉会館」
に変更

  5月●三宅村農業委員会が始動
 10月●三宅村議会主催の「東京都島しょ町村議員

セミナー」開催
 　　●第23回東京都島しょ PTA連絡協議会合同

研修会　三宅島・御蔵島大会開催
 11月●東京2020オリンピック・パラリンピック

フラッグツアー歓迎セレモニー開催
２０１7年（平成２9年）  4月●大路池展望台完成
 11月●「地方自治法施行70周年記念総務大臣表

彰」において団体表彰を受ける

人口

 

5514
80

110

103

107

81

82
52
47
52
63
59
60

31

22
20
32
31

30
85
74

112
150
128
122

105
85

76
56

69

49
31
39

56
36

29

1,404 1,179

1,404 1,179
1,699

2,583

16 45 198 208

92

87

28
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行政・議会

村議会議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成30年 ２ 月 １ 日現在）

議席番号 氏　　名 性別 被選回数 住　　　所 職業 党派別
１ 石井　　肇 男 １ 三宅村伊ヶ谷３８８−３ 漁　業 無
２ 沖山　雄一 男 １ 三宅村阿古６９１−１ 商店経営 無
３ 沖山　　肇 男 １ 三宅村阿古１７ 塗装業 無
４ 木村　靖江 女 １ 三宅村坪田３１８５−３ 無　職 公
５ 佐久間正文 男 １ 三宅村阿古２２０７−２ 無　職 無
６ 水原　光夫 男 １ 三宅村神着１８０−１ 無　職 無
７ 平川　大作 男 ３ 三宅村坪田３０２８ 大　工 共
８ 谷　　寿文 男 ５ 三宅村阿古７１６ 会社員 無

歴代議長
歴順 氏　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日
初代 浅沼金一郎 昭和３１． ２．２５ 昭和３３． ４．  １
２ 笹本　亀治 昭和３３．  ５．  ９ 昭和３５． ２．２４
３ 池田平太郎 昭和３５． ２．２８ 昭和３７． ２．２８
４ 平松岡太郎 昭和３７． ２．２８ 昭和３８． ６．２９
５ 福澤　聖一 昭和３８． ６．２９ 昭和３９． ２．２４
６ 福澤　聖一 昭和３９． ２．２９ 昭和４１． ２．２２
７ 高松　　隆 昭和４１． ２．２２ 昭和４３． ２．２４
８ 高松　　隆 昭和４３． ２．２６ 昭和４５． ２．２７
９ 大年　善吉 昭和４５． ２．２７ 昭和４７． ２．２４

１０ 杉山　友親 昭和４７． ３．   ３ 昭和４９． ３．１２
１１ 浅沼　義人 昭和４９． ３．１２ 昭和５１． ２．２４
１２ 浅沼　　興 昭和５１． ３．   １ 昭和５３． ３．１０
１３ 沖山　芳夫 昭和５３． ３．１０ 昭和５５． ２．２４
１４ 長谷川　鴻 昭和５５． ２．２９ 昭和５７． ２．２７
１５ 田中　平雄 昭和５７． ２．２７ 昭和５９．  ２．２４
１６ 浅沼　博忠 昭和５９． ３．  １ 昭和６１．  ２．１７
１７ 浅沼　博忠 昭和６１． ２．１９ 昭和６３． ２．２４
１８ 浅沼　博忠 昭和６３． ２．２９ 平成      ２． ３．３０
１９ 浅沼功一郎 平成      ２． ３．３０ 平成      ４． ２．２４
２０ 前田　　玄 平成      ４． ２．２５ 平成      ６． ２．２４
２１ 前田　　玄 平成      ６． ２．２５ 平成       ８． ２．２４
２２ 鈴木　　博 平成      ８． ２．２８ 平成       ８． ３．２９
２３ 浅沼功一郎 平成      ８． ３．２９ 平成１０． ３．  ４
２４ 梅田　政男 平成１０． ３．  ４ 平成１２． ２．２４
２５ 梅田　政男 平成１２． ２．２５ 平成１２．１２．１５
２６ 山田　和快 平成１２．１２．１５ 平成１４． ３．２８
２７ 山田　和快 平成１４． ３．２８ 平成１６． ２．２４
２８ 高松　啓展 平成１６． ２．２５ 平成１８． ３．１７
２９ 高松　啓展 平成１８． ３．１７ 平成２０． ２．２４
３０ 高松　啓展 平成２０． ２．２５ 平成２１． ４．１６
３１ 佐久間達己 平成２１． ４．２２ 平成２４． ２．  ７
３２ 平野　辰昇 平成２４． ２．２７ 平成２８． ２．２４
３３ 谷　　寿文 平成２８． ２．２５

歴代副議長
歴順 氏　　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日
初代 沖山宗之助 昭和３１． ２．２５ 昭和３３． ４．  １
２ 田中　平雄 昭和３３． ５．  ９ 昭和３５． ２．２９
３ 福西　　保 昭和３５． ２．２９ 昭和３７． ２．２８
４ 平野　良吉 昭和３７． ２．２８ 昭和３８． ６．２９
５ 福西　　保 昭和３８． ６．２９ 昭和３９． ２．２４
６ 浅沼　義人 昭和３９． ２．２９ 昭和４１． ２．２２
７ 浅沼　弘道 昭和４１． ２．２３ 昭和４３． ２．２４
８ 浅沼　弘道 昭和４３． ２．２６ 昭和４５． ２．２９
９ 上松　正成 昭和４５． ２．２７ 昭和４７． ２．２４

１０ 長谷川　鴻 昭和４７． ３．   ３ 昭和４９． ３．１２
１１ 宮下　正一 昭和４９． ３．１２ 昭和５１． ２．２４
１２ 池田　孝司 昭和５１． ３．   １ 昭和５３． ３．１０
１３ 山本　輝治 昭和５３． ３．１０ 昭和５５． ２．２４
１４ 浅沼　博忠 昭和５５． ２．２９ 昭和５７． ２．２７
１５ 壬生　泰麿 昭和５７． ２．２７ 昭和５９． ２．２４
１６ 浅沼功一郎 昭和５９． ３．   １ 昭和６１． ２．１７
１７ 浅沼功一郎 昭和６１． ２．１７ 昭和６３． ２．２４
１８ 浅沼功一郎 昭和６３． ２．２９ 平成     ２．  ３．３０
１９ 前田　　玄 平成      ２． ３．３０ 平成     ４．  ２．２４
２０ 田中　勘一 平成      ４． ２．２５ 平成     ６．   ２．２４
２１ 田中　勘一 平成      ６． ２．２５ 平成     ８．   ２．２４
２２ 廣瀬　直行 平成      ８． ２．２８ 平成     ８．  ３．２９
２３ 廣瀬　直行 平成      ８． ３．２９ 平成     ８．  ７．１２
２４ 梅田　政男 平成      ８． ８．  ９ 平成１０．  ３．  ４
２５ 浅沼　修吾 平成１０． ３．  ４ 平成１２．  ２．２４
２６ 寺本　恒夫 平成１２． ２．２５ 平成１２．１２．１５
２７ 高松　啓展 平成１２．１２．１５ 平成１４．  ３．２８
２８ 高松　啓展 平成１４． ３．２８ 平成１６．  ２．２４
２９ 佐久間達己 平成１６． ２．２５ 平成１８．   ３．１７
３０ 佐久間達己 平成１８． ３．１７ 平成２０．   ２．２４
３１ 佐久間達己 平成２０． ２．２５ 平成２１．   ４．２２
３２ 平野　辰昇 平成２１． ４．２２ 平成２４．   ２．２４
３３ 長谷川一也 平成２４． ２．２７ 平成２８．  ２．２４
３４ 石井　　肇 平成２８． ２．２５

村議会の議員定数は、平成２４年2月の改選より8名と定めている。
また、各議員は総務文化・経済厚生常任委員会等に所属して活動を行っている。
定例会は3月、6月、9月、１２月の年4回開催されている。

議長
谷　　寿文

副議長
石井　　肇
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議会

歴代助役
歴順 氏　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日
初代 寺本順一郎 昭和３１． ３．  １ 昭和３５． ２．２９
２ 石原　忠一 昭和３５． ３．２２ 昭和３９． １．２４
３ 早川　孝吉 昭和３９．１２． ４ 昭和４３． １．３１
４ 大沼　良三 昭和４３．  ３． ８ 昭和４３．１１．２１
５ 島澤　晴男 昭和４４． ７．２６ 昭和４８． ７．２５
６ 島澤　晴男 昭和４８． ７．２６ 昭和５２． ７．２５
７ 島澤　晴男 昭和５２． ７．２６ 昭和５６． ７．２５
８ 長谷川好信 昭和５６．１２． １ 昭和５９．１１．２７
９ 山本　幸蔵 昭和６０． ７．１８ 昭和６３．１１．２６

１０ 平野　　充 平成      １．  ５．１２ 平成     ３．   ４．３０
１１ 西山　　税 平成     ３．  ５．  ２ 平成     ７．    ５．  １
１２ 西山　　税 平成     ７．  ６．２８ 平成      ８．  ７．２０
１３ 佐久間寛次 平成     ８．１０．  ７ 平成１２．１０． ６
１４ 野村　忠司 平成１３．  ２． １ 平成１６． ２．１４
１５ 穂積　憲重 平成１６．  ３． １ 平成２０． ２．２８

副村長
１６ 佐藤　信秀 平成２０． ４． １ 平成２２． ７．１５
１７ 池山　秀利 平成２２． ７．１６ 平成２５． ３．３１
１８ 内田　峰夫 平成２５． ４． １ 平成２８． ３．３１
１９ 飯田　啓介 平成２８． ４． １ 平成３０． ３．３１
20 髙塚　邦夫 平成３０． ４． １

歴代村長
歴順 氏　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日
初代 村上金之助 昭和３１．  ２．１８ 昭和３５．  ２．１８
２ 村上金之助 昭和３５．  ２．１９ 昭和３９．  ２．１８
３ 三池　忠信 昭和３９．  ２．１９ 昭和４３．  ２．１８
４ 浅沼　潤吉 昭和４３．  ２．１９ 昭和４３．１０．３１
５ 大沼　良三 昭和４３．１１．２８ 昭和４７．１１．２７
６ 大沼　良三 昭和４７．１１．２８ 昭和５１．１１．２７
７ 大沼　良三 昭和５１．１１．２８ 昭和５５．１１．２７
８ 山本喜久治 昭和５５．１１．２８ 昭和５９．１１．２７
９ 寺澤　晴男 昭和５９．１１．２８ 昭和６３．１１．２７

１０ 寺澤　晴男 昭和６３．１１．２８ 平成     ３．   １．２８
１１ 桑原　秀雄 平成      ３．   ２．  ５ 平成     ７．  ２．  ４
１２ 桑原　秀雄 平成      ７．   ２． ５ 平成     ８．  ６．２０
１３ 廣瀬　直行 平成      ８．  ７．２０ 平成１２． ７．１９
１４ 長谷川　鴻 平成１２． ７．２０ 平成１６． ２．１４
１５ 平野　祐康 平成１６． ２．１５ 平成２０． ２．１４
１６ 平野　祐康 平成２０． ２．１５ 平成２４． ２．１４
１７ 櫻田　昭正 平成２４． ２．１５ 平成２８． ２．１４
１８ 櫻田　昭正 平成２８． ２．１５

歴代収入役
歴順 氏　名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日
初代 高松　　浩 昭和３１．  ３．  １ 昭和３５． ２．２９
２ 筑波　　彬 昭和３５． ６．１６ 昭和３９．  ６．  １
３ 山本　政秀 昭和３９．１２． ４ 昭和４３． ５．３１
４ 村上　忠治 昭和４３． ５．２５ 昭和４７． ６．２４
５ 彦坂　茂保 昭和４７．１２．１９ 昭和５１．１２．１８
６ 彦坂　茂保 昭和５２． １．１０ 昭和５２．１１．２１
７ 長谷川好信 昭和５２．１２．  １ 昭和５６．１１．３０
８ 山本　幸蔵 昭和５６．１２．  １ 昭和５９．１１．２７
９ 村上　　孝 昭和６０．  ８．  １ 平成      １．  ７．３１

１０ 島沢　　行 平成     １．  ８．２５ 平成      ５． ８．２４
１１ 島沢　　行 平成     ５．１１．１５ 平成      ７． ６．  ８
１２ 山田　 璋 平成      ７．  ８．１１ 平成      ８． ７．２０
１３ 山田　 璋 平成     ８．１０．１５ 平成１２． ７．１８
１４ 宮澤　秀介 平成１３．  ２．  １ 平成１６． ２．１４
１５ 元木　正春 平成１６．  ４．  １ 平成２０． ３．３１

※地方自治法の改正により収入役制度を平成２０年3月３１日をもって廃止。

村長
櫻田　昭正

副村長
髙塚　邦夫
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地方譲与税、
その他交付金※
84,076千円

地方交付税
1,359,314千円

分担金及び負担金
10,669千円
使用料及び手数料
177,681千円

国庫支出金
80,469千円

都支出金
1,318,281千円

財産収入
16,854千円

繰入金・繰越金
256,157千円

諸収入
49,735千円

村債
262,200千円 村税

352,733千円
諸会費・労働費
56,258千円

諸支出金・予備費
39,000千円

総務費
744,982千円

民生費
642,098千円

衛生費
630,025千円農林水産業費

256,539千円

商工費
287,162千円

土木費
393,185千円

消防費
294,160千円

教育費
440,416千円

災害復旧費
16,021千円

歳入
3,968,169
千円

歳出
3,968,169
千円

※その他交付金=利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

公債費
168,323千円
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29,802

40,905 41,295 39,617

35,136 34,663 33,489 33,764
36,186 35,449

38,213 38,942

●産業別就業人口（平成２7年国勢調査）　　　　単位：人

産業（大分類） 就業者数

第１次産業
農　業 ６５
林　業 ５
漁　業 ３０

第２次産業
建設業 ２５８
製造業 ２４

第３次産業

電気・ガス・水道業 １６
運輸・郵便・情報通信業 ８５
卸売・小売業 １１６
金融・保険・不動産・物品賃貸業 １５
宿泊・各種サービス・娯楽業 ３７２
教育・学習支援業・医療・福祉 ２１０
公　務 ２００

分類不能の産業 １７
合計 １４１３

●業種別商工業者数（平成２9年 ４ 月 １ 日現在　三宅村商工会より）

地区　　業種 建設業 製造業 卸・小売業 金融保険業 運輸通信業 電気・ガス水道業 サービス業 その他 地区別計
神　着 ６ ６ １８ ２ ３ ０ １７ ２ ５４
伊　豆 ３ ２ ５ ０ ３ １ ５ ０ １９
伊ヶ谷 １ １ １ ０ ０ ０ ４ １ ８
阿　古 １８ ２ ２７ ０ ４ ０ ４０ １ ９２
坪　田 １０ ４ ２２ ０ ２ ０ ２７ ２ ６７

計 ３８ １５ ７３ ２ １２ １ ９３ ６ ２４０

●産業別就業人口の推移（国勢調査より）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人

年次　　区分 総人口 就業者総数 第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能の産業  第１次産業　 第２次産業　　           第３次産業　       分類不能の産業

平成２7年 ２,４８２ １,４１３ １００ ２８２ １,０１４ １７

平成２２年 ２,６７６ １,４９９ １０５ ３１７ １,０３７ ４０

平成１７年 ２,４３９ １,２８９ ８０ ３２０ ８８６ ３

※平成１２年度国勢調査は、全島避難のため実施実績なし。

平成 ７ 年 ３,８３１ ２,０３２ ３０５ ４４０ １,２８７ ──

昭和６０年 ４,１６７ ２,１５５ ３０７ ５０１ １,３４６ ──

昭和５０年 ４,６３１ ２,１８６ ４５９ ３６９ １,３４６ ──

昭和４０年 ５,６２９ ２,２４６ ８４９ ４６０ ９３７ ──

●農家戸数、農家人口及び就業人口（平成２７年農林業センサスより）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：戸、人

　　　項目
村名　　　

農  家  戸  数  就業人口
総数 販売農家 主業 準主業 副業 自給的農家 総数 男 女

三宅村 １０２ ４７ ９ ６ ３２ ５５ ６１ ３４ ２７

●漁家戸数、就業人口（平成２５年漁業センサス）　　　　　　　　　　　　　単位：戸、人

漁  家  戸  数 漁家人口
総数 専業 第１種 第２種 総数 男 女

５１ ３ ２５ ２３ ５８ ５６ ２

7.1 19.9 71.8 1.27.1 19.9 71.8 1.2

●年間観光客数（平成１２年 9 月以降平成１７年 １ 月末までは、全島避難により渡島不可）


